
【R6テーマ】 世界自然遺産を目的とした来訪者の満足度向上

【 ゴール 】 「誰もが訪れたくなる島、いつまでも暮らしたい島」 （あまみ大島物産連盟作成 奄美大島中長期観光戦略2022-2026）

「シマッチュ」と「世界自然遺産」がつながることにより、奄美の観光の価値を最も高めていける。

今までに築いた「つながり」を守ること、新たに形成すること、また、それらが持続的に好循環を生み出すため

「つながり」を支援する施策展開を

提言１ 世界自然遺産は来訪者との「つながり」で保全と継承を

提言２ 世界自然遺産とシマッチュの暮らしの「つながり」を伝えよう

提言３ シマッチュと来訪者の「つながり」こそが最高のおもてなし

提言を実現するために

「シマッチュ」それぞれが「自然・暮らし・文化」との「つながり」を実感できる取組を考える。

①つながりを実感するとは、を考える。各分野の方々の取組を情報共有・意見交換

②民間・地域・学校・行政など各分野で取組みできるものを考える。

③取組みを後押しする施策を検討

④「つながり」を実感できる各分野の取組、施策検討結果を提言としてまとめる。 ⇒市民へ共有、施策へ反映

奄美市世界自然遺産活用プラットフォーム R７公民連携会議のテーマについて

R６公民連携会議提言

R７公民連携会議テーマ

※シマッチュ：奄美に関わる全ての人々

世界自然遺産について考える、
恩恵を感じる、伝える。


